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論文内容の要旨
本研究は、建築材料の熱放射特性に関する実験的研究に関するもので、特に熱放射の分光特性(波長に
よる進L、)を明らかにしようとするものであるc建築材料の表面の性質と熱放射の分光件.能の関係を明ら
かにし、これを建築熱環場解析や建築材料開発に適用し、熱環境改善やエネルギーの角効利用を目指すも
のである。
第一語では、本研究の同的と背景及び木研究がテーマとする、熱放射の分光特性測定や放射の熱的作用
に対する波長特性に関する既往の研究のレビューを行った。
第二草ーは、実験内容及び方法に関するもので、捌IJ定試料、測定装置及び測定手順などについて述べた。
また予め測定データの整理、解析法をまとめてのべ、測定した分光反射率から放射の吸収不や放射率を導
く理論関係式を示した。
第三章は、人上光を用いて、表面相さの異なるアルミニウム板の正分光反射率、全分光反射率を測定し、
可視光から遠赤外域に至る広い範囲の波長による反射平分布を求め、その表面性状に対する依存性を明ら
かにした。次いで・熱源の波長成分特性に分光反射卒を適用し、日射に対応する煽波長域と常温近傍の赤外
域に対応する長波長帯を分離し、それぞれの放射特性(反射率、吸収不及び放射率)を特定の波長域を代
表する単ーの指標として算出できることを示した。
第四章では、放射特什.は、材料表面の形状に大きく依存することに着目し、各種の金属材料に表面組さ
を人為的に与えた試料や特性の異なる各種の塗料と塗布法を施した試料に対する分光反射特性を系統的に
測定した。表面形状や塗料の種類・塗装法などと分光反射ネの関係を実験的に検討し、定性的関係を明ら
かにした。特に表面形状に関しては、表雨粗皮による分光特件ーの特徴を導き、波長域に対する性質の違い
を熱、設計に利用するデータを得た。
第瓦章は、屋外における自然光を用いた日射の反射率測定や、温度制御した常温近辺での長波長放射率
の測定を行い、人工光により求めた分光特性の結果と比較し、定性的にーー致することを示した。
第六章で本論文の総括を行い、今後の諜題を展望した。
論文審査の結果の要旨
建築材料表面での熱放射は、建築物の温熱環境に大きな影響を及ぼすが、熱環境解析に必要な放射特性
値は、必ずしも十分なデータが得られていない。特に、材料の哀出
を考考-慮したデ一夕が不足している。本研究は、このような熱放射と熱原境解析の現状の不|分さに着目し、
これを解決するため、建築材料の表面の熱放射の分光性能を明らかにしようとするものであり、測定法や
主主礎的な放射特性の解明に焦点を当てているc
???
本研究は、先ず人t光源を用いて、表面粗さの異なるアルミニューム板の正分光反射率および全分光反
射率を測定し、可視光(一部紫外)から赤外域に至る広い範開の波長に関する反射半分布を求め、その表
面性状に対する依存性を明らかにしている。次いで熱源の波長成分特性に分光反射率を適用し、 rl射に対
応する短波長域の反射率と常温近傍の赤外域に対応する長波長域の反射率及び放射率を算出している。次
いで、放射特性は、材料表商の形状に大きく依存することに着目し、各種の金属材料に表面相さを人為的
に加えた試料や、特性の異なる各障の塗料と塗布法を施した試料に対する分光反射特t'!=を系統的に測定し
ている。それにより建築材料の表面形状や塗料の種類・塗装法などと分光反射率の関係を実験的に検討し、
定性的関係を明らかにしている。特に表面形状に関しては、表面粗度による分た特性の特徴を導き、他の
材料への適用を視野に入れた光学的モデル開発の基礎を与えている。長後に、屋外における自然光を用い
た日射の反射率測定や、温度制御した常漏近辺での長波長放射率の測AEを行~'，人_[光源により求めた分
光特性の結果と比較し、定件的に一致することを不し、人工光源による測定が宥効であることを明らかに
している。
以kのように、本研究は、紫外、可視及び亦外域における各種建築材料の分光反射率を測定し、建築材
料表曲.の祖さや検装による特性を明らかにしたもので、今後の日射の熱、光および紫外線が建築に及ぼす
影響を総合的に予測するのに有用な資料を提供している。これらの研究結果は、建築熱環境解析や建築環
境工学の発展に寄与するところ大であると考えられる。従って本論文の著者は、博士(て学)の学位を受
ける資格を有すると認める。
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